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Ⅰ　はじめに
イギリスの小説家・詩人Thomas Hardy（1840―
1928）の短編小説A Tragedy of Two Ambitionsは
1888年12月，George Lambertによる６葉の挿絵入り
で，The Universal Review誌に掲載され，その後短
編小説集Life’s Little Ironiesに収録されて，1894年２
月にLondonのOsgood, McIlvaine社から単行本として
出版された。1) Life’s Little Ironiesに含まれている作
品群はHardyの小説家としての円熟期に書かれたもの
で，傑作揃いであると同時に，内容的にも同時期に書
かれたHardyの長編小説Tess of the d’Urbervilles
（1891）やJude the Obscure（1896）に通じるものが
あり，当時Hardyの関心事が何であったかを知る上で
興味深い。この短編小説集に収められている８編の作
品のうち，A Tragedy of Two Ambitions, To Please
His Wife（1891）そしてThe Son’s Veto（1891）の３
作品はいずれも階級，野心，立身出世などの問題を中
心的主題として扱っていて，これらの問題に対する
H a r d yの関心の深さがうかがえる。とりわけA
Tragedy of Two Ambitionsは，聖職者をめざす二人
の兄弟の努力と苦難を描いた優れた作品で，Hardyの
親友であった作家のEdmund Gosseはこの作品を
‘one of the most thrilling and most complete stories
Hardy had written’2)と高く評価している。本稿では，
A Tragedy of Two Ambitionsの中心となるテーマを
考察し，また従来見落とされてきた側面に着目しなが
ら，作品の特質とその意義を探ってみたい。最初に，
本論の理解を助けるために，物語の梗概を記すことに
する。
Ⅱ　物語の梗概
水車大工の棟梁の息子たち，Halborough兄弟は，
独学でギリシャ語やラテン語の勉強に励んでいる。彼
らの母親は，息子たちを大学に進学させるための費用
を苦労して蓄えていたが，彼女の死後，酒飲みの父親
がその蓄えの殆ど全てを浪費したため，兄弟には，努
力しても国民学校の教師になるか，神学校に入学を許
可されて有資格牧師になるしか道はなかった。やがて
Halborough兄弟は，妹のRosaを資力が許す限りの良
い学校に入れた後，教員養成学校に入学するために故
郷の村を出る。
数年後，兄のJoshua Halboroughが国民学校の教師
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をしている弟のCorneliusを訪ねる。Joshuaは学校の
教師になって間もなく，故郷から離れた管区の主教の
世話になり，今では神学校の２年生になっている。そ
して，近いうちに聖職位を授与されることになってい
た。JoshuaはCorneliusに勉強の進み具合や，ブリュ
ッセルで学んでいるRosaの様子などを尋ね，二人の
会話も弾むが，父親が最近金の無心に来たことを
Corneliusから知らされて，絶望的な気持ちになる。
或る日曜日の午後，ジプシーの女を連れた父親が
Joshuaが学ぶ神学校の構内に現れ，通りかかった校長
に話しかけ，あろうことか，その肩になれなれしく手
を置いたりした。この場面を目撃したJoshuaは，校長
が去った後，父親に詰め寄り用件を聞くと，連れてい
る女は再婚した妻で，泊まっている宿屋で昼食を一緒
に食べるよう彼を誘いに来たのだと言う。申し出を断
ったJoshuaに父親は金を無心するが，拒絶される。そ
の後，父親の介入によって，妹のRosaを含め，自分
たちの将来が台無しになると危惧したJoshuaは，いく
らかの金を与えて，父親とジプシーの妻をカナダに移
住させる。
或る日，Narrobourneの教区は興奮状態にあった。
教区の司祭が不在のため，その代わりを務めた新任の
副司祭Joshua Halboroughのことで人々の会話は持ち
きりだったのである。教会の朝の礼拝で，彼の説教が
村人たちにかつて無い程の興奮と感動をもたらしたの
だ。会衆の中にいた若い男やもめの地主Mr Fellmer
とその母親Mrs Fellmerも，同様に感銘を受け，礼拝
の後でJoshuaを夕食に誘い，下宿先に彼の妹が待って
いることを知ると，彼女も連れてくるように求める。
その晩，兄と共に地主の家を訪れたRosaは，その美
貌でMr Fellmerを魅了してしまう。翌日Joshuaは，
神学校の学生となっているCorneliusに手紙を書き，
地主の家での出来事を大喜びで伝える。だが，彼から
の返信はRosaの成功を祝福すると共に，カナダにい
る父親が国に帰りたがっていることを伝えるものだっ
た。Joshuaは自分の行く手に，再び暗雲が立ちこめ始
めたのを感じる。
クリスマスを目前にした或る日，Joshuaの家では，
Rosaがやって来るというので，家族パーティーの準
備が進められていた。準備が万端整って，Joshuaは
Rosaよりも早く到着する予定のCorneliusを出迎えに
行く。彼に会ったJoshuaは，Rosaが翌年のイースタ
ーまでにはMr Fellmerの妻になっているだろうと，
嬉しそうに語る。だが彼は，父親がカナダから戻って
来ていて，Rosaに会いに行く途中，Fountallの町で窓
ガラスを割った罪で投獄されたことをCorneliusから
知らされる。父親がFellmer家の人々の前に現れれば，
Rosaの結婚話もご破算になるだろうと，Joshuaは絶
望する。
Rosaの滞在中，Mr Fellmerが母親と共にJoshuaの
家を訪れ，兄たちの悩みを知らぬRosaは楽しく過ご
す。その後，父親が釈放される日，Halborough兄弟
は彼に会いに行く。だが父親は約束の時間を守らず，
待ち合わせ場所に定めた宿屋を15分ほど前に立ち去っ
ていた。来た道を急いで引き返したHalborough兄弟
は，やがて父親に追いつき，カナダから戻ってきた意
図を彼に問いただす。彼は花嫁の父としてFellmer家
に乗り込み，一家の主になるつもりだと言う。絶望の
あまり身動き出来なくなった息子たちを残して，父親
はFellmer家の屋敷に向かって歩き始める。だが，そ
の途中で彼は堰に落ちて溺れてしまう。父親が水に落
ちた音を聞いたCorneliusは，助けるために走り出そ
うとするが，Joshuaは彼を引き留め，妹の幸福や自分
たちの将来のことを考えろと言う。助けを求める父親
の声が聞こえても，二人の兄弟は動かず，ようやく二
人が助けに行った時には，父親は暗渠の中に流されて
しまった後で，探しても，その姿はどこにも見えなか
った。
６ヶ月後の夏，RosaはめでたくMr Fellmerと結婚
し，Joshuaは小さな町の司祭に任ぜられ，Cornelius
は空席となったNarrobourneの副司祭になった。
Halborough兄弟の父親の死体は発見されることなく
月日が過ぎていたが，６月になってようやく発見され
た。そしてその死体は，損傷が激しかったため，身元
不明者として埋葬されることになり，Joshuaが葬儀を
行うことになった。葬儀が行われた日の午後，Rosa
が兄たちを訪問し，身元不明の溺死者に関係があるか
も知れないと言って，彼らが彼女を迎えに来ることに
なっていた晩の出来事を語った。その晩，温室でMr
Fellmerと一緒にいた時，遠くの牧草地で叫び声がす
るのが聞こえ，その時自分の名前が呼ばれた気がした
のだと言う。
翌年Fellmer家には跡取り息子が生まれ，村人たち
は祝福の鐘を鳴らす。だが，Halborough兄弟の心は
晴れなかった。二人は現在の職業に就いたことを後悔
し，父親の死に関して深い自責の念にかられている。
父親が溺死した川の畔に行ってみると，一本の白揚の
木が伸びていて，風にそよぐ葉が白く光っている。そ
れは，あの晩Joshuaが土手に突き刺した父の杖が根付
いて育ったものだった。兄弟はそれぞれ，いつかその
場所で自殺することを考える。
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Ⅲ　論考
（１）聖職者の偽善性
自分たちの立身出世の前に立ちはだかり，妹Rosa
の婚約をも破談にしかねない父親。そんな父親が堰に
落ちて溺れた時，Halborough兄弟は救助をためらい，
結果的に彼を死に至らしめてしまった。Halborough
兄弟が父親の救助をためらった心境は容易に察するこ
とが出来るが，彼等の置かれた状況を斟酌したとして
も，父親の死に対して彼等が重大な責任を負うことは
否めない事実である。Halborough兄弟は自責の念に
かられて苦悩するが，問題は彼等がキリスト教の福音
を説き，寛容と慈愛の精神で民衆を救うことをその本
分とする聖職者であったことだ。彼等はその本分に反
して，溺れる父親を見殺しにしてしまったのである。
そのため，彼等の罪は一層重いものとなり，偽善者で
あるという誹りも免れない。Kristin Bradyは短編小
説集Life’s Little Ironiesに収録されている作品の主題
に触れて，
…clerical hypocrisy is a subject of ‘The Son’s
Veto’, ‘A Tragedy of Two Ambitions’, and ‘Andrey
Satchel and the Parson and Clerk ’ ; …3)
と述べているが，Bradyがここで指摘しているように，
‘clerical hypocrisy’，つまり聖職者の偽善性がA
Tragedy of Two Ambitionsの大きな主題の一つであ
ることは論をまたないであろう。人を救済することが
その本分の聖職者であるならば，相手が誰であろうと，
たとえ敵であろうとも，助けを求める者に救いの手を
差しのべることが当然の行動だからである。その意味
において，Halborough兄弟が溺れる者，しかも父親
を見殺しにしたことは極めて重大な道徳的問題であっ
て，彼等は偽善者であり，聖職者としては失格である
と言えるだろう。Hardyの親友で作家のEdmund
GosseはHardyに宛てた手紙の中でA Tragedy of Two
Ambitionsについて触れ，‘I walked under the moral
burden of it for the remainder of the day....’4)と述べ
ているが，聖職者が父親を見殺しにしたことは衝撃的
であり，本作品の道徳的基調はHalborough兄弟が父
親を見殺しにしたことの重みによって規定されている
と言っても過言ではない。
しかしながら，助けるべき父親を見殺しにした
Halborough兄弟の行動が，聖職者にはあるまじきも
のであったものの，その偽善性が彼等に固有のものだ
ったわけではない。実際，偽善的な聖職者はHardyの
他の作品にもしばしば登場しているのだ。例えば，同
じLife’s Little Ironiesに収められている短編小説The
Son ’s Vetoでは，牧師の息子で聖職者をめざして
Oxford大学で学んでいるRandolphが，立身出世のた
めに母親の幸福を犠牲にしているし，Tess of the
d’Urbervilles（1891）では，自分が産んだ私生児に洗
礼を施して欲しいというTessの願いを牧師は冷たく
拒絶している。またJude the Obscure（1895）では，
苦境にあえぐ民衆をよそに，聖職者たちは教会の祭壇
の位置をどこにすべきかという議論に熱中している。
このように，Hardyは宗教家としての本分を忘れた当
時の聖職者たちを多くの作品に登場させ，彼等を糾弾
しているが，A Tragedy of Two Ambitionsでは，聖
職者を主人公にすることにより，その偽善性により大
きな焦点を当てているのである。
また偽善性に関連して，聖職者として成功するため
に当時必要とされた要件を，HardyはA Tragedy of
Two Ambitionsの中でJoshuaをして次のように語らせ
ている。
To succeed in the Church, people must believe in
you, first of all, as a gentleman, secondly as a man of
means, thirdly as a scholar, fourthly as a preacher,
fifthly, perhaps, as a Christian― but always first as a
gentleman, with all their heart and soul and strength.
(p.69)
つまり，聖職者として成功するためには，第一に紳
士として，第二に資産家として，第三に学者として，
第四に説教者として，そしてたぶん第五にキリスト教
徒として人々に信頼されなければならず，紳士である
ことが常に第一番目の要件だと言うのである。この
Joshuaの言葉は，当時のキリスト教の聖職者に求めら
れるものを良く表していると同時に，当時のキリスト
教の在りようをも反映していて，ここにHardyの当時
のキリスト教に対する辛辣な批判と皮肉が読み取れ
る。本来聖職者に求められるべき第一の要件は，
Joshuaが最下位に置くキリスト教徒であること，つま
り深い信仰に裏打ちされた慈愛の精神により，人々を
救済する者であることなのである。この意味において，
Halborough兄弟の物語はキリスト教徒として本来あ
るべき姿と聖職者として現実に要求されるものとの矛
盾，或いは乖離を描いたものだと言えるだろう。
さらに，Corneliusを主教に引き合わせようとして
いるJoshuaは，聖職者として成功するための心得とし
て，彼に次のような助言を与えている。
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Mind you make a good impression upon him. I
found in my case that that was everything, and
doctrine almost nothing. (p. 65)
ここでJoshuaは「教義」などはどうでもよく，主教
に「良い印象を与えること」が肝要だと言っているの
であるが，紳士であることを聖職者として成功するた
めの第一の要件とする当時のキリスト教の本末転倒な
考え方が，この言葉にも良く表れていると言えよう。
（２）Halborough兄弟のambitionについて
父親を見殺しにしたことで深い自責の念にかられた
Halborough兄弟は，艱難辛苦の末に得た聖職者の仕
事も，後ろ盾がなければ成功を望めない，つまらぬ仕
事であることを悟る。そしてJoshuaは聖職者になった
ことを後悔して，次のように言う。
As for me, I would rather have gone on mending
mills, with my crust of bread and liberty. (p. 83)
つまり，Joshuaは田舎町で司祭をしているよりも，
パンと自由があれば，水車の修理をしていたほうが良
かったと言うのである。Halborough兄弟の父親は水
車大工の棟梁であったから，確かに父親の仕事を継い
で，水車大工の仕事をする道を選んだ方が彼等には無
難だっただろう。また，彼等が聖職者になろうという
ambitionを抱きさえしなければ，父親を見殺しにする
ような状況に追い込まれることもなかったであろう。
ambitionの問題はHardyが多くの作品の中で繰り返し
扱っているテーマであるが，A Tragedy of Two
Ambitionsにおいても，そのタイトルが暗示している
ように，重要なテーマの一つになっている。
ambitionの問題に関連して，Merryn Williamsは
Hardyの中期の傑作小説The Mayor of Casterbridge
（1886）について，‘ambition, and its effects on
human relationships’5)が作品の重要なテーマの一つ
であると述べているが，極めて妥当な指摘であると言
えよう。The Mayor of Casterbridgeで，主人公
Michael Henchardを後に破滅に導くことになる彼の
妻子競売という非人道的行為は，確かに彼の立身出世
欲のなせる業であったからである。Williamsの指摘は
The Return of the Native（1878）をはじめHardyの
他の多くの作品にも当てはまるもので，Hardyが描い
た多くの人々はambitionを抱いたがゆえに苦難の道を
辿っている。とりわけ，Hardyの最後の小説Jude the
Obscure（1896）の主人公Jude FawleyはHardyが描い
た最もambitiousな人物で，Oxford大学への進学を夢
見て刻苦勉励するその姿は，寸暇を惜しんで勉強に精
を出すHalborough兄弟の姿に重なり合うものがある。
父親の存在が自分たちの出世や妹Rosaの結婚話な
どの障害になると考えたHalborough兄弟は，堰に落
ちて溺れる父親を救助するのをためらう。父親が堰に
落ちたのに気付いた時，兄弟には彼を助けるための時
間が充分あったことを，Hardyは‘In their pause
there had been time to save him twice over.’（p. 79）
と明示して，彼等があえて動こうとしなかったことを
強調している。その後，彼等がようやく父親の救助に
向かおうとした時には，彼等の足は金縛りにあったか
のように動かなくなっている。
Weights of lead seemed to be affixed to their feet,
which would no longer obey their wills (p. 79)
Halborough兄弟の動くに動けない状態は極めて象
徴的で，彼等の自由がambitionによって縛られている
ことを暗示している。F. B. Pinionは人間の選択の自
由，言い換えれば，行動の自由について，
Only when a person is not swayed by emotions or
prejudice, when he is open to reason, I conclude, is he
capable of exercising freedom of choice.6)
と述べているが，‘emotions or prejudice’をambition
という言葉で置き換えても良いだろう。また，
Halborough兄弟はambitionに縛られていたが故に，
Pinionの言葉を借りれば，‘open to reason’ではなか
ったのである。
なお，Halborough兄弟は妹Rosaを教養ある淑女に
して，地位や財産のある男性と結婚させたいという願
いを持っていた。女性が社会的に自立出来るような職
業がほとんど無かった当時，玉の輿に乗ることが，そ
の生涯の幸福を保証するものと考えられていたからで
ある。兄弟は，妹に良い教育を受けさせるために，借
金までして彼女をブリュッセルに留学させている。彼
女は兄弟にとっては希望の星であり，彼女にだけは苦
労させたくないという兄弟の思いは感動的ではある
が，Joshuaが妹の結婚によって身分ある人物，或いは
格式ある家との繋がりを求めていたことを見落として
はならないだろう。また，JoshuaとCorneliusを比較
すると， J o s h u aのほうがより野心的であり，
Corneliusはむしろ兄に背中を押されていたというこ
とも留意する必要があろう。父親が堰に落ちた時，
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Corneliusはすぐに救助に向かおうとしたが，Joshua
はそれを遮ったのである。
（３）Halborough兄弟はなぜ聖職者になろうとしたの
か
Halborough兄弟の父親は水車大工の棟梁であるが，
酒に溺れ，仕事を蔑ろにしたために顧客を失い，今で
は半分に減った職人の給料を払うことさえ困難な状態
だった。しかし，もともと彼は‘a thriving master-
machinist’（p. 64）とあるように，腕の良い熟練した
機械製作工であって，以前は仕事も繁盛していた。そ
んな彼の息子達は，なぜ父親の家業を継ごうとしなか
ったのだろう。そして，なぜ聖職者になろうとしたの
だろうか。Hardyの初期の小説Under the Greenwood
Tree（1872）で，運送屋Reubenの息子Dickは父親の
仕事を手伝い，その家業を継ぐのを当然のことと考え
ていた。昔から親の家業は代々その子孫に受け継がれ
てゆくのものとされていたからである。そして，
Halborough兄弟の場合でも，腕の良い父親の元で技
術を習得し，商売の仕方を学び，やがては父親の水車
大工の仕事を引き継ぐことが，兄弟にとって無理のな
い自然の流れではなかったのか。
Halborough兄弟を聖職者への道に向かわせたのは，
今は亡き彼等の母親だった。Kristin Bradyは，The
Son’s Veto（1891）とA Tragedy of Two Ambitionsの
二つの作品において，野心的な親が果たす役割を次の
ように述べている。
In these cases, the aspiring parent has planted in
the child the seeds of his or her own desire for wealth
and respectability, and the child in turn must, to
achieve this aim, repudiate and destroy the other,
surviving parent.7)
ここでBradyは，野心的な親が自分自身の富と社会
的地位に対する願望の〈種子〉を子供に植え付け，そ
の子供はこの目的を達成するために，もう一方の生存
している親を拒絶し，殺してしまうのだと論じている。
これは鋭い指摘であると言えるだろう。Son’s Vetoで，
Twycott牧師の遺志を継いだ息子のRandolphはOxford
大学に進み，牧師になるが，その目的のために母親の
人生を踏みにじり，彼女を不幸な死に至らしめてしま
う。A Tragedy of Two Ambitionsでは，母親の遺志
を継いだ兄弟が，その目的を達成するために，父親を
見殺しにしてしまう。確かに，いずれの作品でも，子
供は亡き親によってambitionを植え付けられている。
ただ，Randolphの場合には，彼を大学に進学させて
牧師にしたいという父親の計画は，父親自身が牧師で
あったことから，ある程度納得できるし，また自然の
流れだと言えないこともない。それでは，なぜ
Halborough兄弟の母親は，息子達に父親の職業を継
がせようとはせず，彼等を大学に進学させようとした
のだろうか。
Halborough兄弟の母親については，作品の中で殆
ど語られていない。ただ，血のにじむような努力と自
己犠牲によって，二人の息子を大学に進学させるため
の費用900ポンドを蓄えたが，その苦労がたたって体
を壊し，目的を達成することなく亡くなったというこ
とが明らかにされているだけである。それまでにして
何故彼女は息子達を大学に進学させようとしたのだろ
うか。
1888年，HardyはThe Melancholy Hussar of the
German LegionとA Tragedy of Two Ambitionsを同
時に執筆していて，当初The Universal Review誌に
前者を載せてもらうつもりでいたが，後で後者のほう
が雑誌の性質に合っているのではないかと考え，同誌
の編集者Harry Quilterに手紙を書き，その中で次の
ように述べている。
Now the question has occurred to me: ― suppose
you do not want a tale of that sort for your very
modern review? I have in my head a story of a
different character ― embodying present day
aspirations―i.e., concerning the ambitions of two
men, their struggle for education, a position in the
Church, ＆so on, ending trgically.8)
この手紙の中で，‘a story of a different character’
とあるのは，もちろんA Tragedy of Two Ambitions
のことであるが，特に‘embodying present day
aspirations’という部分に注目したい。ここでは，
‘ present day aspirations’という言葉から，
Halborough兄弟とその母親の社会的地位の上昇を志
向するambitionが彼等に特有なものではなく，当時一
般に広く見られた社会現象であることがうかがえるか
らである。したがって，Halborough兄弟の母親が息
子達の将来に大きなambitionを抱いたのも，その時代
の風潮を反映したものだと理解できよう。ただ，自ら
の命を犠牲にしてまで息子達の大学進学の費用を蓄え
た，彼女の壮絶な生き方には，時代の風潮といった理
解の範疇を越えるものがあり，彼女には何か別な動機
もあったような気がするのである。
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To Please His Wife（1891）の女主人公Joannaは，
二人の息子を大学に入れたいと願うあまり，その資金
を得るために，夫と共に彼等を遠洋貿易に送り出し，
全員を失ってしまう。BradyはJoannaについて，
‘ Joanna is prefigured by the deceased Mrs
Halborough’9)と述べているが，Joannaを突き動かし
ていたのは，裕福な商人と結婚した幼馴染みのEmily
に対する異常なまでの嫉妬心だった。他方，
Halborough兄弟の母親については，息子達を大学に
進学させたいという彼女の願いは理解できるものの，
その凄まじい執念の背景にあるものは明らかにされて
いない。唯一の手がかりは次の記述にある。
Joshua had for many years before heard whispers
that his father cajoled his mother in their early
acquaintance, and had made somewhat tardy amends;
but never from his father’s lips till now. (p. 79)
つまり，この記述から，Halborough兄弟の父親は
知り合って間もない頃，母親を甘言で騙し，後になっ
て仕方なく償いをしたということが分かる。作品の中
で，彼の性質については‘ free and careless
disposition’（p. 64）とあるが，後に得体の知れぬジ
プシー女と知り合って，自分の妻だと公言しているよ
うに，彼は酒癖が悪く，身持ちも悪かったことは明白
で あ る 。 成 り 行 き か ら 結 婚 は し た も の の ，
Halborough兄弟の母親がそんな男に愛想を尽かし，
息子達に大学教育を授け，立派な紳士になって欲しい
と願ったとしても不思議ではない。息子達に父親の仕
事を継がせるというのは論外だったのだ。彼女がその
為に自分の身を削るほどの努力をしたのも，夫への強
い反感，敵意，或いは復讐心といった感情が働いてい
たためではなかっただろうか。残念ながら，彼女は目
的を果たす前に亡くなってしまい，彼女が息子達の大
学教育のために蓄えた資金は，夫によって浪費されて
しまった。だが，彼女の執念は別な形で夫への復讐を
果たしたと言えるのではないだろうか。
なお，大学進学への道を断たれたHalborough兄弟
が，それでもなお聖職者になることを目指したのは，
主教（bishop）の地位にまで登り詰めることは不可能
であったにせよ，‘in old-fashioned country places,
the Church conferred social prestige up to a certain
point at a cheaper price than any other profession or
pursuit’（p. 75）とJoshuaが考えていたように，田舎
にいて立身出世を目指す彼等にとって，それが唯一安
上がりな立身出世の道だったからである。
（４）Halborough兄弟の父親について
Halborough兄弟の父親はこの作品の中で，徹頭徹
尾，飲んだくれで息子達の進路を妨害する邪悪な男と
して描かれており，Halborough兄弟が彼を見殺しに
したことは責められるべきであるにせよ，彼等が救助
をためらった心情は容易に理解出来る。ただ，読者は
常にHalborough兄弟の目を通してしか彼を見ること
が出来ず，また彼がなぜ酒に溺れるようになったのか，
なぜ仕事を蔑ろにするようになったのかといった本質
的な問題は，作品の中で殆ど触れられていない。作品
をより深く理解するためには，Halborough兄弟の父
親について，その人物像を改めて検討する必要がある
のではないだろうか。
短編小説集Life’s Little Ironiesに収められているも
う一つの作品The Son’s Vetoは，A Tragedy of Two
Ambitionsと共通するテーマを親の立場から扱ったも
のである。そこで，Halborough兄弟の父親をより深
く理解するために，A Tragedy of Two Ambitionsを
同じ様に親の立場から読み解いてみるとどうなるだろ
うか。すると，次のような物語が現れてくる。
水車大工の棟梁Mr Halboroughは，気ままな性格で
はあったが，仕事の腕が良かったので，顧客も多く，
商売は繁盛していた。しかし，彼と不本意な結婚をし
たその妻は，夫を愛するどころか，彼と彼の仕事を蔑
み，子供達の教育に情熱を傾けて，彼等を紳士淑女に
することをだけを生き甲斐にしていた。そのため，彼
女は暮らしに必要な最低限の金だけを残して，家に入
る収入のほとんど全てを子供達の教育のために蓄え，
夫には自由に使える金は殆ど与えなかった。彼は息子
のうち一人でも仕事を継いでくれたらと願っていた
が，妻は二人の息子を断固として大学に進学させるつ
もりだったので，家業は彼の代で終わりだった。彼は
妻にいつも冷たく扱われていたが，母親の影響を受け
た息子達もまた，彼女の考え方や態度を共有するよう
になる。その結果，Mr Halboroughは人生に嫌気がさ
し，だんだんと酒に溺れ，仕事を蔑ろにするようにな
る。…
この様にA Tragedy of Two Ambitionsを父親の立
場に焦点を当てて読んでみると，家庭内で疎外された
父親の孤独で悲惨な人生の物語が浮かび上がってく
る。作品の冒頭，二階の寝室でHalborough兄弟が一
心不乱にギリシャ語やラテン語の勉強をしている時，
家の外に重たい足音が聞こえ，酔った父親が帰って来
る。すると，怒りで顔を赤くしたJoshuaが下に降りて
行く。この時，Joshuaが父親を家の中にではなく，麦
わら小屋の中に導き入れたことに注目すべきである。
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Joshuaは父親をまるで家畜か浮浪者のように扱ってい
るからである。また，この場面で，父親が
Halborough兄弟によって‘He’とか‘him’と呼ば
れていることも，Halborough家における彼の扱われ
方を象徴的に表している。Halborough兄弟が，この
物語の中で，父親を‘father’と呼ぶことは一度もな
い。彼等が父親のことを話題にする時，父親はいつで
も‘He’，又は‘him’なのである。つまり，兄弟に
とって，父親はもはや父親ではなく，単なる厄介者，
邪魔者に過ぎないのだ。立身出世欲に取りつかれ，人
としての情愛を忘れた兄弟は，父親の置かれた惨めな
立場を理解することなく，彼をまるで悪人のようにし
か見ていない。しかし，その父親は情愛を求める一人
の孤独な人間に他ならないのである。ちなみに，
Edmund Gosseに宛てた手紙の中で，Hardy自身が
Halborough兄弟の行為を‘a cold blooded murder’10)
であると強い口調で弾劾しているのも，批評家Albert
J. Guerardが‘a very plausible crime’11)と，Hardyよ
りは抑制された表現ではあるが，やはりHalborough
兄弟の行為の不当性を指摘しているのも，そのような
父親の窮状を踏まえてのことであろう。
Ⅳ　結語
A Tragedy of Two Ambitionsは，19世紀のEngland
南西部にある田舎町を舞台にしている。そのため現代
の，とりわけ地理的にも大きな隔たりのある世界に住
む読者にとって，Halborough兄弟の物語は古色蒼然
とした遠い異国の出来事，自分たちには関係のない別
世界の話と写るかも知れない。確かにHalborough兄
弟を取り巻いている状況は，彼等が生きた時代と社会
に特有のもので，彼等の人生はそれらの時代や社会に
よって規定されていると言えるだろう。しかしながら，
Halborough兄弟の苦難の物語は，Hardyの作品の多く
がそうであるように，特定の時代や社会の枠組みを超
えた普遍的な広がりを持つことを見落としてはならな
い。
David Daichesは，Hardyのアイロニーは‘the very
conditions of human existence’12)に向けられている
と述べているが，Kristin BradyはこのDaichesの考え
方をふまえた上で，短編小説集Life’s Little Ironiesに
おけるアイロニーついて次のような指摘をしている。
Hardy’s particular brand of irony in this volume
of short stories derives from a tension between the
desire for a better world and the contradicting sense
that life can be no better. 13)
つまり，Hardyのアイロニーは，より良い世界を求
める欲求と，人生は変わらないのだという矛盾した認
識との間の緊張に由来すると言うのである。確かに，
Hardyは，夢や希望を実現しようとする人間の努力に
対し，それを無に帰そうとするいかんともし難い力が
しばしば作用することを痛感していて，それを人間存
在の根幹にかかわる不条理であると考えていたよう
だ。Hardyは，そのような不条理に翻弄される人間の
姿を多くの作品の中で描いており，彼の小説に登場す
る人々の多くは夢や理想を追い求めては，厳しい現実
の壁に阻まれ，結局は望みを果たせず空しく人生を終
えるのである。Kristin BradyはHalborough兄弟のこ
とを‘victims of circumstances that prevent their
advancing, except by hypocrisy’14)であると論じてい
るが，正鵠を射ていると言えるだろう。なぜなら，彼
等の置かれた状況下で立身出世を望もうとするなら
ば，溺れる父親を前にして，彼等はただ立ちつくすし
かなかったからである。物語全体を通して，
Halborough兄弟を描くHardyの筆には温かみと共感が
感じられる。それは，聖職者をめざして呻吟する彼等
もまた，彼等を取り巻く状況，つまり厳しい現実の犠
牲者であることをHardyが認識していたからに他なら
ない。Halborough兄弟の物語は，夢の実現に向かっ
て懸命に努力する人間とそれを阻もうとする力，或い
は現実との相克を描いた，普遍的な広がりを持つ物語
であり，Hardyは特定の時代と地域を舞台にして人間
のドラマを描きながら，人生に根源的につきまとう不
条理という普遍的なテーマを追求しているのである。
A Tragedy of Two Ambitionsについて，もう一つ
言及しておきたい事がある。それは，本作品には
Bildungsroman（教養小説）としての側面があるので
はないかということである。Halborough兄弟の物語
は，彼等が将来自殺することをほのめかす場面で終わ
っている。この結末は暗く重苦しいものではあるが，
Hardyの他の悲劇的な作品とは違って，彼等の物語に
は救いと希望があるように思われる。つまり，若くし
て厳しい人生の現実に直面し，試練や挫折を経験した
ことで，Halborough兄弟が人間として成長し，寛容
で慈愛に満ちた真の聖職者になる可能性があるという
ことだ。ちなみに，The Son’s VetoのRandolphは
Halborough兄弟とは対照的に，経済的な苦労もなく
Oxford大学を卒業して牧師になるが，大学で学んだ
ことで，人間性を完全に喪失してしまう。階級意識に
呪縛されている彼は，母親のささやかな希望を踏みに
じり，彼女を孤独な死に追いやっても，罪悪感を全く
感じない。このRandolphの物語には全く救いがなく，
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彼が成長することも期待出来ないのである。だが，こ
のRandolphとは対照的に，Halborough兄弟は父親の
死後，後悔の念に苛まれ，それまでの人生を振り返っ
て自殺まで考える。彼等は大きな代償を払ったが，貴
重な教訓を得たのだ。そんな彼等には，今後の成長と
真の聖職者としての活躍が予感されるのである。
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An Essay on Thomas Hardy’s   A Tragedy of Two Ambitions
Michiyuki OHMOMO
Abstract：A Tragedy of Two Ambitions, a short story written by Thomas Hardy in his prime
as a novelist, depicts the struggling lives of the ambitious Halborough brothers who are
thwarted by their drunken father. The main themes of the story are ambition and Christian
hypocisy which govern the lives of the Halborough brothers. Having been prodded on by their
ambitious mother, they try hard to move beyond their father’s class and become clergymen.
The story reaches its climax when they see their father being drowned but do not go to rescue
him. Here, Hardy is not only accusing the brothers of inhumanity and self-centerdness, but also
blaming the Christian Church for hypocrisy. However, despite Hardy’s disapproval of the
brothers’ inhuman treatment of their father, he delineates them with compassion. Hardy seems
to believe that the Halborough brothers will become true humane clerics when they have
overcome their difficulties and learnt their lesson.
Key words：ambition, hypocrisy, clergyman, the Christian Church
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